
中
唐
の
王
建
以
降 、
「
宮
詞」

と
い
う
詩
の
一
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立

さ
れ
た。

そ
の
主
な
定
義
は、

宮
廷
内
部
の
様
子
を
描
写
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り、

対
象
の
多
く
は
宮
廷
で
暮
ら
す
宮
女
た
ち
で
あ
る。

よ
っ
て、

な
よ
や
か
で
艶
め
か
し
い
描
写
も
多
く、

六
朝
に
流
行
し

た
「
宮
体
詩」

と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る。

し
か
し、
「
宮
体
詩」

が
そ
う
し
た
繊
弱
華
麗
な
描
写
を
追
求
す
る
詩
体
で
あ
る
の
と
は
異

な
り、
「
宮
詞」

は
あ
く
ま
で
宮
廷
内
部
の
様
子
を
描
く
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
て
お
り、

天
子
が
政
治
に
臨
む
姿
や
宮
廷
内
部
に
暮
ら

す
漁
民
と
い
っ
た
も
の
も
描
写
対
象
で
あ
っ
て、

必
ず
し
も
艶
麗
な

内
容
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い。

ま
た、

多
く

七
言
絶
句

の
型
式
が
と
ら
れ
る。
こ
れ
が、
「
宮
詞」

の
特
徴
で
あ
り、
「
宮
体

(1)
 

詩」
と
の
決
定
的
な
違
い
で
も
あ
る。

(2)
 

清
の
王
漁
洋
（一
六
三
四
＼一

七―
-
）
の
「
南
唐
宮
詞
八
首」

は
じ
め
に

王
漁
洋
の
「

南
眉
宮
詞
八
首」

は、

詩
型
は
七
言
絶
句
で
あ
り、

形
式
上
は
王
建
以
来
の一
般
的
な

も
の
で
あ
る。

し
か
し、

そ
の
内
容
は
や
や
異
な
る。

右
に
挙
げ
た

「
宮
詞」

の
特
徴
と
重
な
る
部
分
も
多
く
あ
る
が、

異
な
る
所
も
確

か
に
存
在
す
る。

そ
の
差
異
は、

南
唐
と
い
う
時
代
へ
の
憧
憬
に
由

来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

漁
洋
に
先
行
す
る
詩
に、

明
・

苑
泥
の

「
南
唐
宮
詞
四
首」
（
清
・

銭
謙
益
撰
『
列
朝
詩
集」
丁
集
・

巻一
四）

が
あ
る
が、

漁
洋
の
詩
と
は
趣
が
や
や
異
な
る。

そ
こ
で、
「
南
唐

宮
詞
八
首」

の
内
容
を
考
察
す
る
と
共
に、

苑
氏
の
「
南
唐
宮
詞
四

首」

を
比
較
対
象
の
中
心
と
し、

同
時
に
他
の
作
家
の
「
宮
詞」

も

比
較
し
て
具
体
的
な
差
異
を
明
ら
か
に
し、

王
漁
洋
が
な
ぜ
南
唐
と

い
う
時
代
を
詠
じ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い。

以
降 、

漁
洋
の
詩
を

言
っ
場
合
は
「
南
唐
八
首」 、

苑
柄
の
詩
は
「
南
唐
四
首」

と
表
記

す
る。

に
つ
い

て

膿
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「
南
唐
宮
詞」
は、

時
代
名
を
冠
し
た
「
宮
詞」
で
あ
る。
こ
の

よ
う
に、
「
0
0
宮
詞」
と
特
定
の
王
朝
名
や
年
号
が
冠
さ
れ
る
詩
は、

「
南
唐
宮
詞」

以
外
に
も
確
認
で
き
る。
た
と
え
ば、
「
明
宮
詞」

（
清
・

程
嗣
章）
や
「
清
宮
詞」
（
清
・

九
鐘
主
人） 、
あ
る
い
は、

「
天
宝
宮
詞」
（
元
・

顧
瑛）
や
「
弘
治
宮
詞」
（
明
・

王
世
貞）
な

(3)
 

ど
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
宮
詞
は、
諷
刺
が
含
ま
れ
る
傾
向
に
あ
り、

描
写
対
象
も
必
然
的
に
題
名
と
な
っ
て
い
る
時
代
に
限
定
さ
れ
る。

ま
た、
「
連
昌
宮
詞」
（
唐
・

元
棋）
・「

永
和
宮
詞」
（
清
・

呉
偉
業）

の
よ
う
に、

特
定
の
宮
殿
名
を
冠
し、

長
篇
の
古
詩
で
綴
ら
れ
た

「
宮
詞」
も
あ
る。
こ
の
「
宮
詞」
は、

宮
殿
に
関
す
る
出
来
事
や

人
物
が
主
と
し
て
描
写
さ
れ、
諷
剌
や、
特
定
の
時
代
へ
の
慨
嘆
が

(

4
)
 

含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る。
他
に、
四
首
で
構
成
さ
れ、
そ
れ
ぞ
れ
宮

中
の
春
夏
秋
冬
を
詠
じ
た
「
四
時
宮
詞」
（
元
・

薩
都
剌）
と
い
っ

た
も
の
が
あ
る。

こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
特
殊
な
「
宮
詞」
は、

詠
じ
ら
れ
て
い
る

人
物
や
出
来
事
を、
あ
る
程
度
は
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る。
例
え

ば、
元
・

張
翌
の
「
天
宝
宮
詞
十
五
首」
其
三
は、

李
白
が
「
清
平

調
詞
三
首」
を
制
作
し、
そ
れ
が
元
で
左
遷
さ
れ
た
事
件
を
描
い
て

い
る。
こ
れ
は、

二
般
的
な
宮
詞」
（
以
降 、
特
に
時
代
名
な
ど
を

一
、

「
南
唐
宮
詞
八
首」
概
観

冠
さ
な
い
「
宮
詞」
を
こ
の
よ
う
に
称
す
る）
に
は
見
ら
れ
な
い
特

(6)
 

徴
で
あ
る。

「
南
唐
八
首」
に
も、
特
定
の
人
物
や
出
来
事
が
確
認
で
き
る。

し
か
も、
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
に
時
系
列
に
配
さ
れ
て
い
る。

其
一
ー

烈
祖
李
昇
の
南
唐
建
国。
呉
王
李
環
（
後
の
中
主）
に

武
術
指
南
を
さ
せ
る。

(7)
 

其
ニ
ー

中
主
の
時
代。
宮
中
で
の
茶
の
流
行。

其
三
ー

中
主
の
時
代。
女
道
士
敢
先
生、

錬
金
術
を
披
露。

其
四
ー

周
后 、
後
主
李
燈
の
求
め
に
応
じ
て
「
遂
酔
舞
破」
を

作
る。

其
五
ー

宝
物
庫
澄
心
堂
を
守
る
保
儀
黄
氏。

其
六
ー

周
后
・

小
周
后 、
「
念
家
山」
を
歌
う。
後
宮
に
お
け

る
「
念
家
山」
の
流
行。

其
七

� 、

宮
殿
に
た
く
さ
ん
の
宝
珠
を
掛
け
て、
灯
り
の
代

わ
り
と
し
た
故
事。

其
八
ー

長
江
を
越
え
て
南
唐
に
迫
る
宋
の
水
上
軍
（
南
唐
の
滅

亡） 。

初
代
李
昇
ー

ニ
代
李
現
ー

三
代
李
燈 、
と
い
う
よ
う
に、
南
唐
の

特
徴
的
な
出
来
事
や
人
物
を
世
代
順
に
ま
と
め
て
描
い
て
お
り、
さ

な
が
ら、
南
唐
小
史
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
体
裁
を
も
っ
て
お
り、

詠

史
詩
的
な
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。
連
作
の
冒
頭
を、

( 15) 



講
武
銅
詑
始
代
呉

武
を
銅
詑
に
講
ぜ
し
め
て

に
代
は
り

広
陵
宮
観
接
西
都

広
陵
の
宮
観

西
都
に
接
す

殿
中
井
進
亀
絃
楽

殿
中

井
び
に
進
む

亀
絃
の
楽

江
表
新
伝
入
貢
図

江
表

新
た
に
伝
ふ

入
貢
の
図

（「
南
唐
八
首」

其一
）

(

8
)
 

と、

建
国
の
様
子
で
飾
り、

重
午
龍
舟
歳
歳
陳

重
午

龍
舟

歳
歳

陳
な
り

軽
亮
飛
燕
各
如
雲

軽
亮

飛
燕

各
お
の
雲
の
如
し

瓦
官
閣
下
黄
花
瀕

瓦
官
閣
下

黄
花
浪
り

別
有
浚
波
水
上
軍

別
に
有
り

浚
波

水
上
の
軍

（「
南
唐
八
首」

其
八）

(

9
)
 

と、

南
唐
滅
亡
を
暗
示
さ
せ
る
詩
で
連
作
の
幕
を
下
ろ
す。

こ
の
よ

う
に、
一
王
朝
の
輿
亡
を一
連
作
の
中
で
描
き
だ
す
「
宮
詞」

は、

「
南
唐
八
首」

以
外
に
は
見
ら
れ
な
い。

漁
洋
に
先
行
す
る
砲
洒
の
「
南
唐
四
首」

其一
は、

二
代
目
李
環

の
時、

後
周
の
顕
徳
五
年
（
九
五
八） 、

周
軍
に
攻
め
ら
れ
て、

漁

州
な
ど
の
淮
南
の一
四
州
を
割
譲
し
た
と
こ
ろ
（
馬
氏
「
南
唐
書」

巻
三
0
)、

南
唐
衰
退
の
端
緒
か
ら
始
ま
る。

桃
李
花
開
点
御
溝

桃
李

花
開
き
て
御
溝
に
点
ず
れ
ば

翠
華
経
月
不
曽
滸

翠
華

月
を
経
る
も

曽
て
滸
ば
ず

始
め
て
呉

内
庭
鴎
吻
移
鴎
尾

内
庭

鴎
吻
よ
り

鴎
尾
に
移
る
の
み

莫
問
君
王
十
四
州

君
王
の
十
四
州
を
問
ふ
も
の
莫
し

右
の
詩
は、

金
陵
の
宮
殿
で
の
楽
し
み
に
耽
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

そ
れ
で
よ
く、

割
譲
し
た
淮
南
の一
四
州
を
問
題
に
す
る
も
の
は
い

な
か
っ
た
と
い
う
意
で
あ
る。
南
唐
政
権
の
華
や
か
さ
と
同
時
に
暗

愚
な
面
を
も
写
し
出
し
て
い
る。

以
降 、

ザ氾
氏
「
南
唐
四
首」

は、

敢
先
生
（
其
二）
・

昭
恵
周
后
（
其
三）
・

小
周
后
（
其
四）
と、
一

貰
し
て
宮
女
を
描
き、

王
朝
の
終
末
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い。

漁

洋
が
南
唐
の
興
亡
ま
で
描
い
た
の
と
は
異
な
っ
て
い
る。

明
・

朱
有
傲
「
元
宮
詞一
百
即」

は、

序
文
で、
「
元
代
宮
庭
事

跡
無
足
観。

然
紀
其
事
実、

亦
可
備
史
氏
之
採
択
焉
（
元
代
宮
庭
の

事
跡
は
観
る
に
足
る
無
し。

然
れ
ど
も
其
の
事
実
を
紀
し、

亦
た
史

氏
の
採
択
に
備
ふ
べ
し）」

と
述
べ
て
い
る
が、

元
代
の
興
亡
を
伝

え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い。
一
般
的
に、
「
宮
詞」

全
体
の
傾
向
と

し
て
は、

落
氏
の
よ
う
に、

あ
く
ま
で
「
宮
庭
の
事
跡」

を
伝
え
る

こ
と
が
主
な
の
で
あ
っ
て、

本
来、

国
の
興
亡
ま
で
描
く

必
要
は
な

い
の
で
あ
る。

以
上
の
こ
と
か
ら、
一
時
代
の
勃
興
か
ら
滅
亡
ま
で
を
描
き
き
る

「
南
唐
八
首」

が
「
宮
詞」

の
中
で
も
特
殊
な
部
類
に
入
る
こ
と
が

分
か
る。

し
か
も、

八
首
の
中、

四
首
を
宮
女
の
描
写
が
占
め、

宮

中
の
行
事
や
流
行
を
も
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら、

二
般
的
な
宮
詞」
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の
特
徴
も
備
え
て
い
る
と
言
え
る。

こ
う
し
た
特
徴
を
備
え
な
が
ら、

時
代
の
興
亡
を
時
系
列
に
沿
っ
て
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
は、

南
甫

王
朝
が
短
命
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が、

王
漁
洋
自
身

に
も、

南
唐
に
対
す
る
特
殊
な
思
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る。

そ
う

で
な
け
れ
ば、
「
南
唐
四
首」

の
よ
う
に、

宮
女
の
生
態
を
描
写
す

る
の
に
終
始
し
た
作
品
で
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
は
ず
で
あ
る。

「
宮
詞」
の
主
役
は
宮
女
た
ち
で
あ
る。

こ
の
宮
女
の
描
写
も
様
々

で
あ
る。

例
え
ば、

後
蜀
の
花
蕊
夫
人
の
「
宮
詞」

に
描
か
れ
る
宮

女
像
は、

自
身
の
投
影
で
あ
る。

作
者
自
身
が
宮
女
で
あ
る
が
故
に、

宮
中
で
の
生
活
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る
が、

夫
人
自
身
が
寵
愛
を

受
け
て
い
た
た
め
か、
「
宮
怨」

の
要
素
が
乏
し
い。

王
建
の
「
宮

詞」
は、

反
対
に
「
宮
怨」
を
描
い
た
も
の
が
多
い。

ま
た、

五
代
・

和
凝
の
「
宮
詞」

は、

理
想
の
天
子
像
を
描
く
こ
と
に
意
を
注
ぎ、

結
果、

天
子
へ
の
不
満
と
も
と
れ
る
「
宮
怨」

を
描
く
こ
と
は
な
か

(11)
 

っ
た。こ

の
よ
う
に、

宮
女
の
描
写
は
作
者
に
よ
っ
て
違
い
を
見
せ
る
が、

基
本
的
に、

詠
じ
ら
れ
る
宮
女
が
何
者
で
あ
る
か
を
詩
の
本
文
か
ら

特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

し
か
し、
「
南
唐
八
首」

は、

先
に
概
観
し
た
よ
う
に、

二 、

宮
女
の
描
写
に
つ
い
て

宮
女
が

誰
で
あ
る
か
が
明
確
に
分
か
る。

し
か
も、

そ
の
宮
女
た
ち
は、

彼

女
た
ち
し
か
持
ち
え
な
い
固
有
の
特
徴
と
共
に
描
出
さ
れ
る。

例
え

ば、

女
道
士
敢
先
生
を
詠
じ
た
其
三
で
は、

細
雪
罪
罪
落
院
門

細
雪

霧
罪
と
し
て

院
門
に
落
ち

金
鋪
鴛
梵
早
黄
昏

金
鋪

鴛
甍

早
に
黄
昏

宮
中
玉
女
随
君
側

宮
中
の
玉
女

君
の
側
に
随
ひ

ま
る

撼
得
春
泳
帯
爪
痕

春
泳
を
撼
め
得
て

爪
痕
を
帯
ぶ

と、

い
か
に
も
道
士
ら
し
く、

錬
金
術
を
披
露
す
る
様
子
を
活
写
し

て
い
る。

こ
れ
は
確
か
に
馬
令
「
南
唐
書」
に
取
材
し
た
も
の
で
あ

(12)
 

る。ま
た、

其
五
は、

保
儀
黄
氏
に
つ
い
て
詠
じ
る。

塑
錦
甕
綾
万
巻
殊

策
錦

需
綾

万
巻

殊
な
れ
り

そ
う
ら

は
こ

澄
心
堂
裏
磨
羅
厨

澄
心
堂
裏
白七
羅
の
厨

保
儀
玉
貌
空
傾
国

保
儀
の
玉
貌

空
し
く

傾
国

妙
選
深
宮
但
掌
書

深
宮
に
妙
選
せ
ら
れ
て

但
だ
書
を
掌

る
の
み

保
儀
黄
氏
は、

美
貌
と
学
問
を
兼
ね
備
え
た
オ
媛
で、

後
主
の
お

気
に
入
り
で
あ
っ
た
が、

小
周
后
が
寵
愛
を
独
占
し
た
た
め
に、

顧

み
ら
れ
な
く
な
っ
た。

し
か
し、

彼
女
の
学
問
的
な
才
能
（
と
り
わ

け
書
芸
術
の
理
解）
に
対
す
る
後
主
の
信
頼
は
厚
く、

後
主
の
書
籍

(

13
)
 

の
管
理
を一
手
に
任
さ
れ
た。

其
五
は、

房
内
で
の
寵
愛
を
失
っ
た

( 17) 



「
宮
怨」

と
い
う
一
面
と
同
時
に、

保
儀
の
才
能
を
称
賛
す
る
一
面

も
有
し
て
い
る。

次
に
挙
げ
る
其
四
は、

後
主
の
后
で
あ
る
昭
恵
周
后
を
詠
じ
た
も

の
で
あ
る。

曽
遂
酔
舞
媚
君
王

曽
て
酔
舞
を
遂
め
て

君
王
に
媚
ぶ

竪
染
珠
翅
別
様
肱

製
染

珠
翅

別
様
の
肱

紅
燭
当
筵
新
破
就

紅
燭

筵
に
当
た
り
て

新
破
就
る

更
将
金
屑
譜
寛
裳

更
に
金
屑
を
将
て

寛
裳
を
譜
す

詩
は、

李
燈
が
舞
を
披
露
す
る
か
わ
り
に、

周
后
が
新
曲
「
遂
酔

舞
破」
を
作
っ
た
こ
と、

ま
た、

唐
代
に
失
わ
れ
た
「
覚
裳
羽
衣
曲」

を
復
活
さ
せ
た
こ
と
を
言
う。

ま
た、

第
二
句
は、

周
后
が
宮
中
で

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー

ダ
ー

で
あ
っ
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る。

こ

う
し
た
描
写
は、

周
后
が
技
芸
に
秀
で
て
い
た
こ
と、

宮
女
た
ち
の

憧
憬
の
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
称
揚
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

馬
令
は、

周
后
や
小
周
后
と
い
っ
た
宮
女
た
ち
が、

南
唐
滅
亡
の
温
床
だ
っ
た

か
の
よ
う
に
書
い
て
い
か 。

し
か
し、

馬
氏
は
周
后
の
伝
記
を
「
女

憲
伝」

の
中
に
列
し
て
い
る。
「
女
憲」
と
は、

貞
順
な
女
性
の
こ
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と
で、

女
性
の
鑑
と
な
る
べ
き
人
で
あ
る。

実
際、

馬
氏
『
南
唐
書」

の
周
后
伝
に
は、
「
后
雖
在
妙
齢 、

婦
順
母
儀 、

宛
如
老
成
（
后
妙

齢
に
在
り
と
雖
も、

婦
順
母
儀
に
し
て、

宛
も
老
成
す
る
が
如
し）」

と
か、
「
后
雖
病
函 、

爽
邁
如
常
（
后
病
巫
ま
る
と
雖
も、

爽
邁
た

る
こ
と
常
の
如
し）」

と
い
う
よ
う
に、

そ
の
女
性
の
徳
を
称
賛
す

る
記
述
が
あ
る。

こ
れ
ま
で
の
王
漁
洋
の
詩
が、

錬
金
術
・

書
籍
管

理
能
力
と
い
っ
た
宮
女
の
個
性
的
な
才
能
を
述
べ
て
い
た
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば、

周
后
を
詠
じ
た
こ
の
詩
も、

彼
女
を
滅
亡
の
火
種
と
し

て
描
く
と
い
う
よ
り
は、

文
化
的
側
面
を
前
面
に
押
し
出
し
た
も
の

と
言
え
る
で
あ
ろ
う。

苑
氏
の
「
南
唐
四
首」

も、

漁
洋
と
同
じ
よ
う
に、

女
道
士
敢
先

生
・

昭
恵
周
后
を
詠
じ
て
い
る。

敢
先
生
に
つ
い
て
は、

女
道
士
と
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し
て
の
特
徴
を
と
ら
え
た
詩
で、

漁
洋
の
描
写
と
変
わ
ら
な
い。

こ

こ
で
は、

比
較
の
対
象
と
し
て
周
后
を
詠
じ
た
其
三
を
挙
げ
る。

半
櫓
日
影
漂
茉
恩

半
楡
の
日
影

栄
罵
に
漂
ふ

綾
是
深
宮
夢
覚
時

綾
か
に
是
れ

深
宮

夢
よ
り

覚
む
る

の
時

勅
取
焼
槽
弾
法
曲

勅
し
て

焼
槽
を
取
り
て

法
曲
を
弾

ぜ
し
む

声
声
声
訴
恨
来
遅

声
声

声
訴
し
て

来
た
る
こ
と
遅
き

を
恨
む

漁
洋
の
詩
（
其
四）

の
よ
う
に、

琵
琶
（
焼
槽）
の
演
奏
を
得
意

と
し
て
い
た一
面
が
画
か
れ
て
い
る。

し
か
し、

漁
洋
詩
に
見
え
た

華
や
か
さ
や、
「
覚
裳
羽
衣
曲」

を
復
活
さ
せ
た
功
績
な
ど
は、

惹

洒
の
詩
か
ら
は
窺
い
得
な
い。

そ
う
し
た
技
術
的
な
側
面
よ
り
も、
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苑
門
の
深
闇

柳
千
条

銀
箭

聴
残
し
て

夜
寂
蓼
た
り

剣
機
し
て
階
を
下
り
て

影
を
見
る
に

羞
づ

不
知
斜
月
弄
芭
蕉

知
ら
ず

斜
月
の
芭
蕉
を
弄
せ
し
を

詩
は、

深
夜
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
来
た
け
れ
ど
も、

ま
だ
後
主
の

姿
は
な
く、

月
に
照
ら
さ
れ
た
芭
蕉
の
影
を
後
主
と
勘
違
い
し
た
こ

と
を
描
く。
「
南
唐
書」
に
密
会
を
匂
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
た
め
に、

小
周
后
を
描
い
た
も
の
と
分
か
る
が、

漁
洋
の
詩
の
よ
う
に、

宮
女

の
特
徴
が
画
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く、

他
の
宮
女
に
置
き
換
え

て
見
る
こ
と
も
で
き
て
し
ま
う。

苑
洒
と
王
漁
洋
二
人
の
違
い
を
端
的
に
ま
と
め
れ
ば、

苑
訥
は
故

事
を
描
写
す
る
こ
と
に
意
を
注
い
で
お
り、

漁
洋
は
そ
れ
に
加
え
て

宮
女
の
個
性
に
も
注
目
す
る
ほ
か、

南
唐
の
興
亡
を
き
っ
ち
り
と
描

く
な
ど
視
野
が
広
く
な
っ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る。

た
だ、

女
道
士

苑
門
深
閏
柳
千
条

銀
箭
聴
残
夜
寂
蓼

剣
機
下
階
羞
見
影

む
し
ろ、

後
主
か
ら
の
お
誘
い
が
な
か
な
か
こ
な
い
こ
と
へ
の
怨
み

が
中
心
と
な
っ
て
い
る。

専
ら
「
宮
怨」

の
側
面
を
詠
じ
た
た
め
に、

周
后
の
個
性
が
却
っ
て
減
じ
て
し
ま
っ
て
い
る。

次
に
挙
げ
る
「
南

唐
四
首」

其
四
は、

后
と
な
る
前
の
小
周
后
（
周
后
の
妹）
と
後
主

(
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の
密
会
を
敷
術
し
た
も
の
で
あ
り、

や
は
り
「
宮
怨」

の
側
面
が
強

、

。

し

の
描
写
や、
「
南
唐
書」
に
見
え
る
印
象
的
な
故
事
か
ら
題
材
を
採

択
し
て
い
る
と
い
っ
た
共
通
点
も
あ
る
こ
と
か
ら、

漁
洋
が
苑
洒
の

詩
に
触
発
さ
れ、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る。

し
か
し、

二
人
の
違
い
は
右
に
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
り、
「
南

唐
八
首」

の
よ
う
に、

連
作
の
形
態
を
と
っ
て、

中
主
・

後
主
二
代

の
幾
人
か
の
特
定
の
宮
女
を
詠
じ、

各
々
の
個
性
的
な
才
能
を
描
き

出
す
「
宮
詞」

は、

他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る。

例
え
ば、

王
建
「
宮
詞」

其
二
二
（『
王
司
馬
集」

巻
八）
に、

射
生
宮
女
宿
紅
肱

射
生
の
宮
女

紅
敗
を
宿
し

請
得
新
弓
各
自
張

請
ひ
て
新
弓
を
得
て
各
お
の
自
ら
張
る

臨
上
馬
時
斎
賜
酒

馬
に
上
ら
ん
と
す
る
時
に
臨
み
て

斎

し
て
酒
を
賜
は
り

男
児
詭
拝
謝
君
王

男
児
の
ご
と
く

詭
拝
し

君
王
に
謝
す

と
あ
る。

こ
の、

あ
ら
か
じ
め
化
粧
を
施
し
た
う
え、

射
手
の
格
好

を
し
て
天
子
と
共
に
狩
り
に
出
て
い
た
と
い
う
宮
女
が、

唐
の
武
帝

の
王
賢
妃
だ
と
い
う
説
が
あ
る
が、

坂
野
学
氏
は、

王
建
の
生
存
し

て
い
た
の
が、

武
帝
よ
り

前
の
時
代
で
あ
る
た
め
に、

こ
の
説
は
採

用
で
き
な
い
と
し、

ま
た、
「
王
建
作
品
の
特
徴
は、

質
朴
．

率

直
・

含
蓄
無
し
で
あ
る」
と
述
べ
て
い
る。

そ
も
そ
も、

第
二
旬
に

「
各
お
の
自
ら
張
る」
と
言
う
よ
う
に、

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
「
射

生
宮
女」

が
不
特
定
多
数
の
宮
女
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り、
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「
宮
詞」

に
諷
喩
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
早
く
か
ら
あ
る。

し

か
し、

楊
維
槙
は、

宮
辞、

詩
家
之
大
香
奮
也。

不
許
村
学
究
語。

為
本
朝
宮
辞
者

多
癸 ゜

或
拘
於
用
典
故、

又
或
拘
於
用
国
語、

皆
損
詩
体

（「
宮
辞
十
二
首
序」） 。

（
宮
辞
と
は、

詩
家
の
大
香
奮
な
り。

村
学
究
の
語
を
許
さ
ず。

本
朝
の
宮
辞
を
為
る
者
多
し。

或
い
は
典
故
を
用
ふ
る
に
拘
り、

、

諷
喩
性
に
つ
い
て

王
建
の
詩
で
は
固
有
の
才
能
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い。

ま
た、

明
代
最
後
の
皇
帝
崇
禎
帝
の
妃
で
あ
る
田
貴
妃
の
伝
記
と

言
わ
れ
る
呉
偉
業
の
「
永
和
宮
詞」

も、
「
南
唐
宮
詞」

の
よ
う
に

特
定
の
宮
女
（
田
貴
妃）
を
詠
じ、

且
つ、

美
貌
と
文
芸
に
秀
で
て

(
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い
た
と、

オ
能
の
称
揚
も
行
わ
れ
て
い
る。

し
か
し、

田
責
妃
以
外

の
宮
女
の
描
写
は
な
く、

そ
の
背
景
は
崇
禎
帝
の
御
代
に
限
ら
れ
て

い
る。

宮
殿
名
を
冠
し
た
「
宮
詞」
は、

特
定
の
宮
殿
に
関
係
す
る

宮
女
・

故
事
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
る
た
め、

自
然
と
時
代
背
景

も
限
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う。

こ
の
形
式
の
「
宮
詞」

は、
一
個

人
や
至
極
限
ら
れ
た
故
事
を
詠
じ、

そ
の
内
容
に
自
身
の
心
情
や
時

代
背
景
を
倒
影
さ
せ
る
の
に
は
適
し
て
い
る
が、
一
王
朝
の
興
亡
ま

で
も
描
き
出
す
の
に
は
適
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る。

又
た
或
い
は
国
語
を
用
ふ
る
に
拘
り
て、

皆
詩
体
を
損
ふ） 。

と、
「
宮
詞」

は
華
麗
な
詩
体
が
本
領
で
あ
っ
て、

学
者
然
と
し
て

手
を
加
え
る
の
は
宜
し
く
な
い
と
言
う。

坂
野
学
氏
も、

王
建
の

「
宮
詞」

を
考
察
し
た
上
で、
「「
宮
詞」

を
諷
喩
詩
と
見
な
し、

そ

の
批
判
の
有
り

様
を
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば、

固
定
的
な
批
判
的
読

み
に
縛
ら
れ
詩
中
の
字
旬
を
か
な
り

強
引
に
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る

だ
け
で、

実
際
の
詩
の
内
容
と
は
大
き
く
は
ず
れ
て
し
ま
う
の
で
あ

る」

と
述
べ
て
い
る。

坂
野
氏
が
主
に
論
じ
て
い
る
の
は
王
建
の

「
宮
詞」

で
あ
る
が、

楊
維
禎
の
序
文
と
併
せ
て
考
え
る
と、

も
と

も
と
「
宮
詞」

は
諷
喩
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る。

た
だ
し、

時
代
名
を
冠
し
た
「
宮
詞」

に
は
諷
喩
の
意
図
が

込
め
ら
れ
る
こ
と
が、

ま
ま
あ
る
こ
と
は、

す
で
に
指
摘
し
た
と
お

り
で
あ
る。

で
は、
「
南
唐
八
首」

に
諷
喩
性
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か。

銭
仲

聯
氏
は、
「（
憔
洋
の）
「
南
唐
宮
詞』
は
比
較
的
に
雅
で
あ
っ
て、

南
唐
が
国
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
に
仮
託
し
て、

福
王
の
こ
と
を
描
い
て

(
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い
る
の
だ」

と
述
べ
て
い
る。
銭
氏
の
言
う
「
福
王」

と
は、

明
末

の
北
京
陥
落
後
に、

南
京
で
擁
立
さ
れ
た
明
の
皇
族
朱
由
松
の
こ
と

で
あ
り、

ま
た、

彼
を
皇
帝
に
戴
い
た
福
王
政
権
の
こ
と
を
包
括
し

て
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

福
王
は
政
治
に
目
を
向
け
ず、

奢
移
に

耽
っ
た
結
果、

北
京
陥
落
（
崇
禎一
七
年、
一
六
四
四）
か
ら、

僅
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か
一
年
足
ら
ず
で
南
京
に
建
て
た
暫
定
王
朝
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た。

福
王
を
亡
国
の
君
主
で
あ
る
李
燈
に
擬
え
た
と
い
う
見
解
は、

漁
洋

が
明
末
清
初
の
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば、

無
視
で
き
な
い
も

の
で
は
あ
る。

福
王
を
諷
喩
し
た
も
の
と
は
断
言
で
き
な
い
が、

あ
る
種
の
諷
喩

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
詩
も
あ
る。
「
南
唐
八
首」
其
六
で
あ
る。

御
溝
桃
葉
水
瀦
瀦

御
溝
の
桃
葉

水

瀦
濡

姉
妹
承
恩
井
玉
顔

姉
妹

恩
を
承
け
て

玉
顔
を
井
ぶ

花
底
自
成
金
葉
格

花
底

自
づ
か
ら
成
る

金
葉
格

宮
中
斉
唱
念
家
山

宮
中

斉
し
く
唱
ふ

念
家
山

詩
中
に
見
え
る
「
念
家
山」
と
は、

李
燈
が
作
っ
た
「
念
家
山
破」

の
こ
と
で、

馬
令
『
南
唐
書』

に
於
い
て
も
不
吉
な
予
兆
と
見
倣
さ

れ
て
い
冦 。

こ
の
詩
に
対
し、

清
・

伊
応
鼎
は
次
の
よ
う
な
注
を
付

し
て
い
る。

桃
葉
以
比
周
后
姉
妹 、

御
溝
之
水
以
比
君
恩 。

下
二
旬、

言
其

荒
於
嬉
戯 、

六
宮
化
之、

従
風
而
靡 。

敗
亡
之
徴
巳
見、

而
括

不
知
悟
也
（『
漁
洋
山
人
精
華
録
会
心
偶
筆」

巻
六） 。

（
桃
葉
は
以
て
周
后
姉
妹
に
比
し、

御
溝
の
水
は
以
て
君
恩
に

比
す。

下
の
二
旬、

其
れ
嬉
戯
に
荒
み
て、

六
宮
之
れ
に
化
し、

風
に
従
ひ
て
靡
く
を
言
ふ 。

敗
亡
の
徴
已
に
見
は
る
る
も、

括

と
し
て
知
悟
せ
ざ
る
な
り） 。

銭
氏
の
論
は、

こ
の
伊
応
鼎
の
注
釈
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
で、

実
際
に
「
南
唐
八
首」

に
諷
喩
の
旨
が
込
め
ら
れ
て

い
る
か
否
か
を
断
定
す
る
こ
と
に
は、

も
う
少
し
慎
重
に
な
る
必
要

が
あ
る。

王
漁
洋
の
南
唐
に
対
す
る
評
価
が
非
常
に
高
い
か
ら
で
あ

る。

彼
は、
「
跛
合
刻
馬
令
陸
滸
南
唐
書」
（
巻
九
一）

に
於
い
て、

(
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五
代
に
あ
っ
て
正
統
な
王
朝
は
南
唐
で
あ
る
と
強
く

主
張
す
る。

ま

た、

後
主
李
燈
に
対
す
る
評
価
も
非
常
に
高
く、
「
後
主
仁
愛 、

無

荒
淫
失
徳 、

…
…

亦
非
以
歌
舞
為
兵
端
（
後
主
仁
愛
に
し
て、

荒
淫

も
て
徳
を
失
ふ
こ
と
無
し、

…
…

亦
た
歌
舞
を
以
て
兵
端
と
為
す
に

非
ず）」
（「
古
夫
子
亭
雑
録」

巻
五）

と
論
じ
て
い
る。

正
統
な
王

朝
と
見
倣
し、

仁
愛
の
君
主
と
述
べ
る
南
唐
の
後
主
を
福
王
に
擬
え

て
諷
喩
の
意
を
込
め
て
い
る
と
は
考
え
難
い。

し
か
し、

其
の
六
に

は、

同
時
に
杜
牧
「
泊
秦
淮」
詩
に、
「
商
女
は
知
ら
ず
亡
国
の
恨
み、

江
を
隔
て
て
猶
ほ
唱
ふ
後
庭
花」

と
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
な
亡
国
の
悲

哀
が
確
か
に
窺
え
る。

伊
応
鼎
も、

こ
の
杜
牧
詩
に
ま
つ
わ
る
故
事

が
そ
の
胸
中
に
あ
っ
て、

こ
れ
に
因
っ
て
諷
喩
性
が
あ
る
と

解
釈
し

た
の
で
あ
ろ
う。

た
だ
し、

南
唐
に
対
す
る
憧
憬
と
も
と
れ
る
文
化

的
関
心
と、

伊
氏
・

銭
氏
が
唱
え
る
福
王
へ
の
諷
喩
と
は、

直
ち
に

結
び
つ
く
も
の
と
は
言
え
な
い。

こ
こ
で、

注
目
し
た
い
の
は、
「
南
唐
八
首」
全
体
の
構
成
で
あ
る。

其
六
．

其
八
に
衰
退
・

亡
国
の
兆
し
が
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
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も、

表
面
的
に
は、

其
一
か
ら
其
八
に
至
る
ま
で
徐
々
に
繁
栄
し
て

い
く

様
子
が
一
貫
し
て
描
か
れ
て
い
る。

其
八
さ
え
も、

前
半
二
旬

は、
「
重
午
龍
舟
歳
歳
陳 、

軽
亮
飛
燕
各
如
雲」

と、

端
午
節
の
競

艇
を
楽
し
む
場
面
が
描
か
れ、

水
面
を
走
る
舟
も
「
龍
舟」
・「

軽

亮」
・「

飛
燕」

と
華
麗
な
趣
を
伝
え
て
い
る。

こ
う
し
た
面
か
ら
も

南
唐
に
対
す
る
漁
洋
の
憧
憬
の
念
が
窺
え
る。

で
は、

こ
の
憧
憬
は

何
に
由
来
し
て
い
る
の
か。

そ
れ
は、

明
末
清
初
の
動
乱
を
体
験
し

た
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う。

制
作
当
時、

漁
洋
は
二
三
歳
で
あ
り、

明
・

清
を
通
じ
て、

不
安
定
な
世
界
し
か

知
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る。

故
に、

其
一
で
は
健
全
な
軍
隊
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
る
泰
平
の
世
を
描
き、

其
二
以
降
は
ま
だ
見
ぬ
繁
華

な
世
界
を
描
写
し
た
の
で
あ
る。

そ
こ
に、

福
王
へ
の
諷
喩
な
ど
読

み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い。

ま
し
て
や、

李
燈
を
諷
喩
の
対
象
と
し

て
詠
じ
る
な
ど
あ
り
え
な
い。

其
六
が
繁
華
な
一
王
朝
の
滅
亡
を
暗

示
し、

其
八
が
宋
の
軍
隊
の
侵
攻
を
仄
め
か
し
て
終
わ
っ
て
い
た
の

は、

諷
喩
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も、

む
し
ろ
繁
華
な
文

化
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
悲
し
み
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る。

王
漁
洋
の
「
南
唐
宮
詞
八
首」

は、

華
や
か
な
文
化
的
世
界
へ

の
憧
憬
と、

そ
し
て、

繁
栄
し
た
文
化
の
衰
退
に
対
す
る
悲
哀
が
融

合
し
て
で
き
た
詩
な
の
で
あ
る。

元
来 、
「
宮
詞」
の
本
領
は
宮
中
の
秘
事
を
詠
ず
る
こ
と
に
あ
っ
た。

そ
の
主
役
の
多
く
は
宮
女
た
ち
で
あ
り、

そ
の
表
現
は、

自
ず
と
華

麗
で
な
よ
や
か
な
も
の
と
な
っ
た。

特
定
の
時
代
や
場
所
の
名
な
ど

を
冠
し
た
「
宮
詞」

に
な
る
と、

華
麗
さ
は
影
を
潜
め、

時
代
性
が

強
調
さ
れ、

諷
喩
の
意
が
込
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

し
か
し、

王
漁
洋
の
「
南
唐
宮
詞
八
首」

は
時
代
名
を
冠
し
て
い
な
が
ら
諷
喩

性
を
持
た
ず、
「
一
般
的
な
宮
詞」

の
特
徴
と
時
代
性
を
兼
ね
備
え

た
稀
有
な
も
の
で
あ
っ
た。

し
か
も、

王
朝
の
興
亡
を
時
系
列
に
沿

っ
て
詠
じ
る
よ
う
な
詠
史
詩
的
な
作
品
は
他
に
見
え
な
い。

そ
の
上 、

②

宮
女
た
ち
の
描
写
に
も
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ、

先
行
す
る
苑
洒
の

詩
と
も
一
線
を
画
し
て
い
た。

従
来
の
「
宮
詞」

の
ス
タ
イ
ル
を
取

り
込
み
つ
つ、

新
た
な
側
面
を
開
い
た
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
詩

を
漁
洋
に
作
ら
せ
た
の
は、

王
朝
交
代
期
の
動
乱
の
体
験
と、

そ
の

反
動
か
ら
く
る
泰
平
的
・

文
化
的
世
界
へ
の
憧
憬
の
念
で
あ
っ
た。

注

(
1)

劉
滸
選
注
「
清
宮
詞
選』
（
紫
禁
城
出
版
社、
一
九
八
五）
の
序
文
に、

「
談
到
宮
詞、

往
往
容
易
同
宮
体
詩
混
為一
談 、

其
実
這
是
文
学
史
上

両
個
不
同
的
概
念 。
•
…••

宮
体
詩
雖
云
宮
体、

実
際
就
是一
種
艶
情

お
わ
り
に



詩
？

却
不一
定
是
詠
宮
中
人
和
事。

宮
詞
是
専
以
宮
廷
内
部
生
活
為

写
作
対
象
的
詩 、
一
般
都
是
七
言
絶
句
（
宮
詞
と
い
え
ば、

し
ば
し
ば

宮
体
詩
と
混
同
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
が、

実
際
は
文
学
史
に
お

い
て
は
二
つ
の
異
な
る
概
念
な
の
で
あ
る。
·
…••

宮
体
詩
は
宮
体
と
は

言
っ
て
も、

実
は一
種
の
艶
情
詩
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

意
外

な
こ
と
に、

宮
廷
の
人
物
や
事
物
を
詠
じ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る。

宮
詞
は
主
と
し
て
宮
廷
内
部
の
生
活
を
描
写
対
象
と
し
た
詩
で
あ
り、

一
般
的
に
は
お
お
む
ね
七
言
絶
旬
の
型
式
で
あ
る）」
（
邸
良
任
執
筆）

と
あ
る。

ま
た、

増
田
清
秀
氏
は、

唐
五
代
の
「
宮
詞」

に
見
ら
れ
る

人
物
像
を、
「
天
子
像」
・「

朝
臣
像」
・「

宮
女
像」
・「

漁
民
像」

に
大
別

し、

そ
れ
ぞ
れ
の
描
写
方
法
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る。

そ
の
中
で、

氏
は
「
「
宮
詞」
の
主
役
は、

天
子
で
も
な
く、

朝
臣
で
も
な
く、

宮
女

で
あ
る」

と
述
べ
て
い
る
（「
唐
五
代
人
作
の
「
宮
詞』
に
見
ら
れ
る
人

間
群
像」 、
「
学
大
国
文』

第
二
四
号
・

増
田
清
秀
博
士
退
官
記
念
論
文

集
上
巻 、
一
九
八一
） 。

(
2)

「
帯
経
堂
集」
巻
二。

本
論
で
引
用
す
る
王
漁
洋
の
詩
文
は、

続
修
四

庫
全
書
所
収
「
帯
経
堂
集」
に
拠
る。

(
3)

坂
野
学
「
王
建
「
宮
詞」
小
孜
ー

そ
の
諷
諭
性
を
め
ぐ
っ
て」
（
「
函

館
大
学
論
究」

第
三
一
輯 、

二
0
0
0)
を
参
照。

氏
は、

明
・

秦
徴

蘭
「
天
啓
宮
詞
二
日
首」

序
を
引
い
て
後、
「
秦
徴
蘭
は
王
建
の
「
宮

詞』
に
宦
官
の
跛
屈
と
い
う
時
代
の
共
通
性
を
強
く

意
識
し
た
の
だ
ろ

う。

詩
に
自
注
を
加
筆
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
代
を
漏
ら
さ
ず
に
告
発

し
よ
う
と
つ
と
め
て
い
る」

と
述
べ
る。

ま
た、

秦
氏
と
同
様
の
制
作

意
図
を
持
っ
た
も
の
と
し
て、

蒋
之
翅
の
一
天
啓
宮
詞
一
百
三
十
六

首」

を
挙
げ
て
い
る。

本
論
引
用
の
氏
の
説
は、

す
べ
て
こ
の
文
献
に

拠
る。

(
4)
「
連
昌
宮
詞」

と
「
永
和
宮
詞」

に
つ
い
て
は、

竹
村
則
行
氏
に
「
呉

偉
業
『
永
和
宮
詞」
に
お
け
る
白
居
易
『
長
恨
歌」
（
お
よ
び
元
棋
『
連

昌
宮
詞」）

の
受
容」
（『
徳
島
大
学
教
養
学
部
紀
要
（
人
文
・

社
会
科

学）」
第一
八
巻 、
一
九
八
三）
が
あ
る。

氏
は、

当
該
論
文
に
お
い
て、

「
元
棋
の
「
連
昌
宮
詞」
は
白
居
易
の
「
長
恨
歌」
よ
り
も、

む
し
ろ

「
新
楽
府」
の
方
に
よ
り
多
く
の
関
連
性
を
持
つ
と
い
う一
応
の
結
論
を

得
る
こ
と
が
で
き
よ
う」
と
述
べ、
「
呉
偉
業
の
「
永
和
宮
詞」
に
は
明

末
の
宮
廷
を
取
り

巻
く

血
腸
い
政
治
情
況
が
よ
り
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て

い
る」

と
述
べ
て
い
る。

(
5)
「
興
慶
池
頭
芍
薬
開、

責
妃
歩
笠
看
花
来 。
可
憐
三
首
清
平
調、

不
博

西
涼
酒一
杯
（
興
慶
池
頭
芍
薬
開
く、

貴
妃
の
歩
聟
花
を
看
ん
と
し
て

来
た
る。

憐
れ
む
べ
し
三
首
の
清
平
調、

博
せ
ず
西
涼
の
酒一
杯）」

（
「
可
間
老
人
集」
巻
二） 。
「
西
涼
酒」

は
涼
州
の
酒
の
こ
と
で、

所
謂

「
葡
萄
の
美
酒」
を
指
す。

作
詩
が
元
で
左
遷
さ
れ、

美
酒
を
賜
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
言
う。

(
6)

例
外
も
あ
る。

元
・

楊
維
禎
の
「
宮
辞
十
二
首」

其
四
（
「
鉄
匡
逸
編

注』
巻
八）
な
ど
は、

明
ら
か
に
楊
貴
妃
の
こ
と
を
描
い
て
い
る。
「
薫

風
殿
閣
日
初
長 、

南
貢
新
来
茄
子
香 。

西
邸
阿
環
方
病
歯 、

金
籠
分
賜

雪
衣
娘
（
薫
風
殿
閣
日
初
め
て
長
し、

南
貢
新
た
に
来
た
り
て
茄
子
香

る。

西
邸
阿
環
方
に
歯
を
病
み、

金
籠
分
賜
す
雪
衣
娘）」 。
「
阿
環」
は

楊
玉
環
（
楊
責
妃）
の
こ
と。
「
雪
衣
娘」
は、

白
い
魏
鵡
の
こ
と。

楊

維
槙
の
一
宮
辞」

は、

特
定
の
時
代
に
拘
ら
ず、

様
々
な
歴
史
的
故
事
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を
詠
じ
て
お
り、

「

宮
詞」

の
中
で
も
珍
し
い
部
類
に
入
る。

な
お、

「
詞」
・「

辞」

二
字
の
差
異
は
あ
る
が、
『
遼
金
元
宮
詞』
（
北
京
古
籍
出

版
社、
一
九
八
八）

が
楊
氏
の
「
宮
辞」

を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら、

こ
こ
で
は、
一
宮
詞」

と
同
義
と
し
て
扱
う。

(
7)

「
内
苑
年
年
試
掠
芽 、

泄
湖
陽
羨
味
無
加 。

後
宮
近
日
添
新
貢 、

別
尚

松
渓
滴
乳
茶
（
内
苑
年
年
試
み
に
芽
を
掠
び、

泄
湖
·

陽
羨
味
ひ
加
ふ

る
無
し。

後
宮
近
日
新
貢
を
添
へ、

別
に
尚
ぶ
松
渓
の
滴
乳
茶）
」。

「
滴
乳
茶」
は、

松
渓
（
福
建
省）
で
産
す
る
「
的
乳
茶」

の
こ
と。

こ

の
詩
が
中
主
の
時
代
を
詠
じ
て
い
る
と
す
る
の
は、

宋
・

馬
令
『
南
唐

書」
巻
二
に、
「（
保
大
四
年）
二
月
壬
戌
朔 、

日
有
食
之。

命
建
州
製
的

乳
茶 。
号
日
京
挺 。

腿
茶
之
貢 、

自
此
始、

罷
貢
陽
羨
茶（
二
月
壬
戌
の

朔 、

日
之
れ
を
食
す
る
有
り。

建
州
に
命
じ
て
的
乳
茶
を
製
ら
し
む。

号
し
て
京
挺
と
日
ふ 。

臆
茶
の
貢 、

此
れ
自
り

始
ま
り、

陽
羨
茶
を
貢

ぐ
を
罷
む）」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る。
「
保
大」
は
中
主
の
年
号。
「
建
州」

は
福
建
省 。

(
8)

徐
知
諧
（
後
に
李
昇
と
改
名）

が、

十
国
の一
っ
呉
か
ら
禅
譲
を
承

け
国
号
を
斉
と
し、

元
号
を
昇
元
と
し
た
の
が、

天
詐
（
呉
の
年
号）

三
年
（
九
三
七）
の
冬 。

昇
元
二
年
の
四
月 、

百
官
の
求
め
に
応
じ
て、

名
を
李
昇
と
し、

国
号
を
唐
（
南
唐）
と
し
た。

銅
舵
橋
に
武
を
講
ぜ

し
め
た
の
は、

こ
の
年
十一
月
の
こ
と。

こ
の
時、

呉
の
譲
皇
楊
澪
が

亡
く
な
り、

名
実
共
に
南
唐
の
御
代
と
な
る
（
「（
天
詐
三
年）

冬
十
月 、

受
呉
禅」、
「（
昇
元
二
年）
百
官
皆
請 、

乃
復
姓
李、

改
名
昇 、

国
号
大

唐。
…
…

十
有一
月 、

以
歩
騎
八
万
講
武
子
銅
橋 、
…
…

譲
皇
祖」、

馬

令
『
南
暦
書」
巻一
） 。

故
に、
云
講
武
銅
馳
始
代
呉」
と
言
う
の
で
あ
る。

(
9)
宋
の
軍
隊
が
長
江
を
越
え
て
や
っ
て
来
る
様
子
を、

馬
令
『
南
唐
書」

は
次
の
よ
う
に
伝
え
る。
「（
開
宝
七
年）

毎
歳
大
江
春
夏
暴
洩 。

謂
之

葬
花
水 。

及
王
師
至 、

水
皆
退
小。

故
識
者
知
其
有
天
命
焉
（
毎
歳
大

江
春
夏
に
暴
洩
す。

之
れ
を
葬
花
水
と
謂
ふ 。
王
師
の
至
る
に
及
び
て、

水
皆
退
小
す。

故
に
識
者
は
其
の
天
命
有
る
を
知
れ
り）

」

（
巻
五） 。

こ
こ
で
言
う
「
王
師
」

は、

宋
の
軍
隊 。

漁
洋
の
詩
旬
に
見
え
る
「
黄

花
洩」

は、
「
葬
花
水」
の
こ
と。
ま
た、
「
凌
波」
は、
「
凌
波
軍」
と

い
う
南
唐
の
水
軍
の
こ
と。

競
艇
の
成
績
優
秀
者
が
抜
擢
さ
れ
る
習
わ

し
だ
っ
た
（
同
前） 。

漁
洋
詩
は、

南
唐
の
凌
波
軍
と
は
別
に、

葬
花

水
の
波
を
越
え
て
宋
の
水
軍
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
さ
せ
て
い
る

の
で
あ
る。

(
10)
「
遼
金
元
宮
詞」
一
九
頁
よ
り
引
用。

(
11)

増
田
清
秀
「
後
蜀
の
花
蕊
夫
人
の
「
宮
詞」」
（「
日
本
中
国
学
会
報」

第
三
一
集、
一
九
七
九）
を
参
照。

(
12)
「
女
冠
敗
先
生、
鳥
爪
玉
貌 、

宛
然
神
仙 。
…
…

元
宗
召
見、

悦
之、

常
止
子
臥
内。

…
…

嘗
捐
雪
為
挺 、

熱
之
成
金 、

指
痕
隠
然
猶
在
（
女

冠
耽
先
生、

鳥
爪
玉
貌 、

宛
然
と
し
て
神
仙
の
ご
と
し。

…
…

元
宗
召

見
し
て、

之
れ
を
悦
び、

常
に
臥
内
に
止
む。
…
…

嘗
て
雪
を
据
り
て

艇
を
為
り、

之
れ
を
熱
し
て
金
を
成
せ
ば、

指
痕
隠
然
と
し
て
猶
ほ
在

り）
」

（
巻
二
四） 。

(
13)
「
後
主
保
儀
黄
氏、

…
…

甫
数
歳 、

奇
其
貌 、

内
後
宮 。

後
主
即
位 、

選
為
保
儀 。

容
態
華
麗 、

冠
絶
当
世 、

顧
阿
蓋
笑 、

無
不
妍
校 。

其
書

学
技
能、

皆
出
子
天
性。

後
主
雖
属
意、

会
小
周
専
房 、

由
是
進
御
稀 、

而
品
秩
不
加 、

第
以
掌
墨
宝
而
已 。

…
…

初、

元
宗
・

後
主
皆
妙
子
筆

(24) 



札 、

博
収
古
書、

…
…

尤
多
鍾
・

王
墨
跡 、

皆
繋
保
儀
所
掌 。

都
城
将

陥 、

後
主
謂
黄
氏
曰、
『
此
皆
吾
所
宝
惜 、

城
若
不
守 、

即
焚
之、

無

使
散
逸」 。

及
城
陥 、

図
籍
倶
燭 、

靡
有
遺
者。

黄
氏
随
後
主
伴
至
京

師、

卒
（
後
主
の
保
儀
黄
氏、

…
…

甫
め
数
歳
に
し
て、

其
の
貌
を
奇

と
せ
ら
れ、

後
宮
に
内
る。

後
主
即
位
す
る
や、

選
ば
れ
て
保
儀
と
為

る。

容
態
華
麗
に
し
て、

当
世
に
冠
絶
た
り、

顧
阿
冤
笑 、

妍
狡
な
ら

ざ
る
は
無
し。

其
の
書
学
の
技
能、

皆
天
性
に
出
づ。

後
主
意
を
属
す

と
雖
も、

会
た
ま
小
周
房
を
専
ら
に
し、

是
れ
に
由
り
て
進
御
稀
に
し

て、

品
秩
加
へ
ら
れ
ず、

第
だ
以
て
墨
宝
を
掌
る
の
み。

…
…

初
め、

元
宗
・

後
主
皆
筆
札
に
妙
た
り
て、

博
く

古
書
を
収
め、

…
…

尤
も

鍾
・

王
の
墨
跡
多
し、

皆
保
儀
の
掌
る
所
に
繋
る。

都
城
将
に
陥
ら
ん

と
し、

後
主
黄
氏
に
謂
ひ
て
日
く、
「
此
れ
皆
吾
の
宝
惜
す
る
所
な
り、

城
若
し
守
ら
ず
ん
ば、

即
ち
之
れ
を
焚
き、

散
逸
せ
し
む
る
こ
と
無
か

れ』
と。

城
の
陥
る
に
及
び、

図
籍
倶
に
揚
き、

遺
す
者
有
る
靡
し。

黄
氏
後
主
に
随
ひ
て
伴
せ
ら
れ
て
京
師
に
至
り、

卒
す）」
（
馬
令
「
南

唐
書』
巻
六） 。

保
儀
は、

宝
物
の
処
理
ま
で
も
任
さ
れ、

最
後
ま
で
後

主
に
従
っ
た
の
で
あ
る。

(
14)
宋
・

陸
滸
「
南
唐
書」
巻一
三
に、
「
後
主
昭
恵
国
后
周
氏、

…
…

通

書
史 、

善
歌
舞 、

尤
工
琵
琶 。

…
…

創
為
高
髯
織
裳 、

及
首
翅
轡
染
之

放 、

人
皆
効
之。

嘗
雪
夜
甜
燕 、

挙
杯
請
後
主
起
舞 。

後
主
曰、
「
汝

能
創
為
新
声、

則
可
突」 。

后
即
命
箋
綴
譜 、

喉
無
滞
音、

筆
無
停
思 、

俄
頃
譜
成、

所
謂
『
遂
酔
舞
破」
也。
…
…

故
唐
盛
時、
「
寛
裳
羽
衣」

最
為
大
曲 、

乱
離
之
後、

絶
不
復
伝。

后
得
残
譜 、

以
琵
琶
奏
之、

子

是
開
元
・

天
宝
之
遺
音、

復
伝
子
世
（
後
主
の
昭
恵
国
后
周
氏、
·
…••

書
史
に
通
じ、

歌
舞
を
善
く
し、

尤
も
琵
琶
に
エ
な
り。

…
…

創
め
て

高
響
織
裳 、

及
び
首
魃
告
染
の
放
を
為
せ
ば、

人
皆
之
れ
に
効
ふ 。

嘗

て
雪
夜
に
酎
燕
し、

杯
を
挙
げ
て
後
主
に
起
ち
て
舞
は
ん
こ
と
を
請
ふ 。

後
主
曰
く、
『
汝
能
く

新
声
を
創
為
す
れ
ば、

則
ち
可
な
り」
と。

后
即

ち
箋
を
命
じ
て
譜
を
綴
り、

喉
に
滞
音
無
く、

筆
に
停
思
無
く
し
て、

俄
頃
に
し
て
譜
成
る、

所
謂
「
遂
酔
舞
破」
な
り。
…
…

故
唐
の
盛
時、

「
寛
裳
羽
衣」
最
も
大
曲
た
る
も、

乱
離
の
後、

絶
え
て
復
た
伝
は
ら
ず。

后
残
譜
を
得、

琵
琶
を
以
て
之
れ
を
奏
す、

是
に
子
い
て
開
元
・

天
宝

の
遺
音、

復
た
世
に
伝
は
る）」

と
あ
る。

(
15)
「
嗚
呼、

魯
文
公
成
礼
子
斉 、
「
春
秋」

磯
之、

謂
其
非
婚
姻
之
正
也。

矧
周
氏
御
干
宮
中
者
数
年、

然
後
以
迎
礼
帰
之、

旺
可
怪
哉 。

…
…

後

5
 

世
徳
不
勝
色 、

陣
情
敗
度、

怨
女
以
千
数、

淫
費
以
万
計 、

況
乱
世
乎 。

）2
 

…
…

観
其
楽
府
艶
麗 、

則
天
機
亦
浅
癸 。

後
主
・

ニ
周、

抑
又
甚
焉 。

（

故
予
悉
書
之、

皆
不
免
為
「
春
秋」
之
罪
人
也
（
嗚
呼、

魯
の
文
公
礼

を
斉
に
成
す、
「
春
秋』
之
れ
を
磯
る、

其
の
婚
姻
の
正
に
非
ざ
る
を
謂

ふ
な
り。

矧
ん
や
周
氏
宮
中
に
御
す
る
こ
と
数
年
に
し
て、

然
る
後
に

迎
礼
を
以
て
之
れ
を
帰
が
し
む
る
を
や、

呼
怪
し
む
べ
き
か
な。
…
…

後
世
徳
色
に
勝
ら
ず、

情
を
碑
に
し
て
度
を
敗
り、

怨
女
は
千
を
以
て

数
へ、

淫
費
は
万
を
以
て
計
ふ 、

況
ん
や
乱
世
を
や。

…
…

其
の
楽
府

の
艶
麗
な
る
を
観
れ
ば、

則
ち
天
機
も
亦
た
浅
し。

後
主
・

ニ
周、

抑

そ
も
又
た
甚
だ
し。

故
に
予
悉
く

之
れ
を
書
す、

皆
「
春
秋」
の
罪
人

た
る
を
免
か
れ
ず）」
（
巻
六） 。

(
16)
「
斉
家
之
法、

在
子
女
憲 、

而
女
之
所
以
為
憲
者、

母
傾
城
之
哲
也、

母
索
家
之
言
也。

究
徳
性
之
厚 、

原
道
化
之
本、

不
過
子
以
順
為
事、



以
貞
為
節
而
巳 。

順
・

貞
以
化
天
下、

何
往
不
格
哉
（
斉
家
の
法
は、

女
憲
に
在
り、

而
し
て
女
の
憲
た
る
所
以
の
者
は、

傾
城
の
哲
母
く、

索
家
の
言
母
し。

徳
性
の
厚
を
究
め、

道
化
の
本
を
原
ね 、

順
を
以
て

事
と
為
し、

貞
を
以
て
節
と
為
す
に
過
ぎ
ざ
る
の
み。

順
·

貞
以
て
天

下
を
化
す
れ
ば、

何
ぞ
往
く
と
し
て
格
ら
ざ
ら
ん
や）」
（
巻
六 、

女
憲

伝） 。

(
17)
「
女
冠
鳥
爪
解
方
音、

識
得
蓬
濠
路
浅
深 。

戯
据
雪
花
銘
紫
磨 、

漢
宮

誰
数
辟
寒
金
（
女
冠
鳥
爪
方
音
を
解
し、

識
り

得
た
り
蓬
濠
の
路
の
浅

深
を。

戯
れ
に
雪
花
据
り
て
紫
磨
を
縮（
い）
る、

漢
宮
誰
れ
か
数
へ
ん

辟
寒
の
金
に）」 。
「
紫
磨」
は
上
等
の
金 。
「
辟
寒
金」
は、
「
辟
寒」
と

い
う
烏
が
吐
く
と
い
う
金
の
こ
と。

宮
女
が
髪
飾
り
と
し
た
こ
と
か
ら、

こ
こ
で
は一
般
の
宮
女
を
指
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る。

敢
先
生
は
中

主
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た。

(
18)
馬
令
の
「
南
唐
書」
巻
六
に、
「
后
自
昭
恵
殖 、

常
在
禁
中。

後
主
楽

府
詞
有
「
剣
襖
歩
香
階 、

手
提
金
練
畦』
之
類。

多
伝
於
外。

至
納
后 、

乃
成
礼
而
已
（
后
昭
恵
の
殖
き
し
自
り、

常
に
禁
中
に
在
り。

後
主
の

楽
府
詞
に
「
剣
機
し
て
香
階
を
歩
き、

手
は
金
線
の
桂
を
提
ぐ』
の
類

有
り。

多
く

外
に
伝
は
る。

后
を
納
る
る
に
至
り、

乃
ち
礼
を
成
す
の

み）」 。

引
用
さ
れ
た
詞
は、

李
燈
の
小
周
后
が、

ま
だ
后
と
な
る
前、

李
燈
と
密
会
し
て
い
た
時
に
贈
ら
れ
た
詞
と
さ
れ
る。

苑
洒
の
詩
は、

こ
の
詞
を
意
識
し
た
も
の。

(
19)
「
永
和
宮
詞」

の
内
容
に
つ
い
て
は、

注
(
4)
前
掲
論
文、

及
び、

近
藤
光
男
「
清
詩
選」
（
集
英
社、
一
九
六
七）
を
参
照。

(
20)
-「
南
唐
宮
詞」
較
雅 、

借
南
唐
亡
国
写
福
王」
（
魏
中
林
整
理
「
銭
仲

聯
講
論
清
詩」
蘇
州
大
学
出
版
社、

二
0
0
四、
三
八
頁） 。

(
21)

福
王
政
権
の
内
情
は、

福
本
雅一
『
明
末
清
初」
（
同
朋
舎
出
版、

九
八
四）

所
収
「
王
鐸」

に
詳
し
い。

(
22)
「
又
妙
干
音
律 、

旧
曲
有
「
念
家
山」 、

王
親
演
為
『
念
家
山
破」 、

其

声
焦
殺 、

而
其
名
不
祥 、

乃
敗
徴
也
（
又
た
音
律
に
妙
た
り、

旧
曲
に

「
念
家
山」
有
り、

王
親
ら
演
し
て
『
念
家
山
破」
を
為
る、

其
の
声
焦

殺
に
し
て、

其
の
名
不
祥 、

乃
ち
敗
徴
な
り）」

（
巻
五） 。

ま
た、

巻

六
の
周
后
伝
に
は、
「
念
家
山
破」

が
流
行
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る。

(
23)
「
予
営
謂 、

五
代
中
原
之
君、

史
家
所
謂
正
統
者、

皆
盗
賊
僭
窃 、

無

マ

マ

足
比
数。

…
…

以
南
唐
為
正
統、

不
猶
愈
子
朱
温
・

石
敬
塘
之
流
哉

（
予
嘗
て
謂
へ
ら
く、

五
代
中
原
の
君、

史
家
の
所
謂
正
統
者、

皆
盗

賊
の
僭
窃
に
し
て、

比
数
す
る
に
足
る
無
し
と。
…
…

南
唐
を
以
て
正

ま
さ

統
と
為
す
は、

猶
ほ
朱
温
・

石
敬
塘
の
流
に
愈
ら
ざ
ら
ん
や）」 。
「
朱

温」

は、

後
梁
の
太
祖
朱
全
忠。

石
敬
塘
は、

後
晋
の
高
祖。

（
筑
波
大
学
大
学
院）

(26) 




